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洪水に強い地域づくりをめざして
〜ネパール、チトワン郡マディ市の12年間の防災事業を振り返る〜

　シャプラニールは2011年からチトワン郡マディ市（注）で
防災の取り組みを開始し、2つの事業を経て2023年2月に
第三期となる最後の事業を終了しました。洪水常襲地域で
あるマディ市は、防災の取り組みがなされていない状態で
した。そこから12年。各事業実施を通じて得た学びや取り
巻く環境の変化にあわせて、災害への強靭性を備えるため
に地域に根付く活動を行ってきました。本特集では3つの
事業を振り返り、シャプラニールの新事業を紹介します。
（注）2015年に市になり、それ以前は 4つの村を併せてマディと呼んでいた。

第一期 住民主体の洪水リスク削減プロジェクト

2011年 6月～ 2015年 12月 裨益者数：約 9,200名　対象地域：マディ市内の 15つの集落

第二期 洪水に強い地域づくり／土砂崩れに負けない地域プロジェクト

2016年 1月～ 2019年 1月 裨益者数：約 4,000名 対象河川：バンダルムレ川

第三期 洪水リスクを軽減する広域流域管理プロジェクト

2019年 2月～ 2023年 2月 裨益者数：約 3,760名　対象河川：ラクタニ川
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「取り残さない、その小さな声を。」

戦争や大規模な自然災害など、
多くの人 を々苦しめる事件の裏で
日々 の暮らしそのものに
困難を抱えている人がいます。

そういった声なき声をすくい上げ、
一緒に感じ、考え、行動し
少しでも明日に希望が持てるよう、
ともに歩んでいくこと。

それがシャプラニールの考える
「誰も取り残さない」という精神です。

特　集

洪水に強い地域づくりをめざして
～ネパール、チトワン郡マディ市の12年間の防災事業を振り返る～

第一部 一つの川、一つのコミュニティ
「One River One Community」が生まれるまで
第二部 一つの川、一つのコミュニティ
「One River One Community」の定着をめざして
ネパールより　担当スタッフからのメッセージ
コラム「仙台防災枠組」から読み解く
第三部 モラン郡での新規洪水防災事業
結びにかえて

クラフトリンク
ひと針ずつ刺し子に希望を込めたリユースサリーグッズ

これまでも、これからも、シャプラニールと共に
シャプラニール劇団メンバー　大出 珠江

この人に聞きたい
夜だけ開くパン屋さんがつなぐ、食と人
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理事・評議員からのメッセージ
地域の子どもに寄り添う市民を醸成する

支援者限定ウェブページ「ツナガリシャプラ」を公開しました！
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総務・会計チーフ　杉山 和明
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（上左）河道の拡幅後、インフラ設置の一環としてじゃかごづくりの作業に参加する住民たち　（上右）洪水によって根元からなぎ倒された木
（下左）防砂ダムは水とともに流れる土砂等をせき止める役割を担う　（下中央）災害管理委員会の定例会議の様子
（下右）非常持ち出し袋の中身を見せてくれる住民（左）とその話を聞く職員

報告／事業推進グループチーフ　宮原 麻季
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第一部 一つの川、一つのコミュニティ
「One River One Community」が

生まれるまで

事業のはじまり

　シャプラニールが 12年間かかわったマディ市において、防災への取り組みがどのように
変化をとげていったのかを振り返ります。

住民主体の防災活動に着手した第一期

　2010年8月にチトワン郡での大きな洪水発生を受
けて、当時チトワン郡内の別の地域で事業を実施し
ていたシャプラニールは、この被害の大きさから洪
水常襲地域であるマディ市で事業の実施を決定し
ました。マディ市は国立公園とインド国境に挟まれ
た孤立した地域であるため、事業開始当初は電気は
なく、橋も洪水で流されてから復旧されていません
でした。
　他方、シャプラニールは2007年～2010年までチ
トワン郡の丘陵地域で防災と生計向上活動を組み
合わせた事業を実施していました。この事業の終了
時には、住民が生計向上の活動に熱心に取り組んで
いましたが、防災活動への取り組みについては十分
でなかったという評価が行われました。そのため、
マディ市での第一期事業は防災に集中した事業を
行うこととしました。

　2011年からは住民が主体的に防災活動に取り組
むことをめざした事業を開始しました。事業開始
時、一部の住民は古くからこの地域に伝わる洪水と
共に生きる知恵で防災対策をとっていましたが、地
域全体に共有されるような機会はありませんでし
た。また行政に対し復旧や防災対策に関する要望
や交渉をするといったこともなかったため、被災し
ても復興までに長く時間を要する状況でした。その
ため、本事業では主にソフト面（注）に注力し、住民
間の防災情報共有会の実施や住民と行政をつなぐ
活動を行いました。本事業では大規模なインフラの
設置は行政が責任を持って行うことと考え、シャプ
ラニールは小規模なインフラ設置に留め、行政の防
災計画策定などに協力することに注力しました。

（注）「ソフト」は能力強化や情報など無形の要素、「ハード」は設備
など有形の要素を示す

家畜のエサをかさ
上げして保管する
方法

地域住民の話を聞
き取る現地パート
ナー団体のスタッ
フ（右端）

成果 ●住民が主体的に防災活動にかかわり、行政との連携がとれるようになった
●異なる民族の間でも防災の知恵や情報の共有がされるようになった

課題 ●複数の河川の氾濫箇所に小規模インフラを設置しても、その影響で別の箇所で氾濫を起こすことが分かった

総合的な働きかけ、川一本を考える取り組みへの深化
　第二期では前期事業からの学びを生かし、一本
の川に集中して洪水発生のメカニズムを把握した
上で、上流から下流までを包括的に対策を行うこと
としました。この事業では自分の集落のことだけを
考えるのではなく、一つの川を一つの地域と捉え、
川全体の災害リスクを減らすための行動をとること
をめざしました。この考え方を“One River One 

Community”と名付けたのもこの頃です。
　具体的な活動は、河道の拡幅や堤防などを補強
する護岸工事など比較的規模の大きいインフラの設
置と、集落単位の災害管理委員会という住民グルー
プの組織化を行い、地域の人々の防災能力の強化
に向けた働きかけの両方を行いました。

川が蛇行し流れが速くなる箇所に石をつめた「じゃかご」を設置。
住民が維持管理を行う

成果 ●インフラの設置により、洪水発生リスクを軽減することができた

●洪水被害の減った土地で、住民が自主的に養豚などの生計向上の活動を始めた

課題 ●行政および災害管理委員会が「One River One Community （一つの川、一つのコミュニティ）」の
コンセプトの理解をより一層深める必要があった

●住民が各世帯および地域全体の両方で防災行動を取れるようになった

マディの入り口となる川。当時は橋がなかったため裸足で渡るか
牛の荷車を利用していた

事業開始前のマディ中心部。電気が通っていないためソーラー
パネルを使用していた

ネパール

マゴイ川

リウ川

チトワン国立公園

バンダルムレ川

ラクタニ川

マディ市

首都・カトマンズ

断食をしていない私もイフタール（日没後初の食事）に呼ばれて一緒に食べる日々、太る理由しかない（汗）（内山智子／バングラデシュ事務所長）2023年もあっという間に過ぎていくので、今頃慌てて目標設定。今年はベンガル語にチャレンジしたい！（小川晶子／市民アクション推進） 45



担当スタッフからのメッセージ

洪水被害の多い地域に笑顔をもたらした

　12年間の事業には多くのスタッフのかかわりがありました。現地のスタッフがどのような思いで
この事業に携わってきて、事業が終わった今、事業をどう振り返っているのかを紹介します。

　私は第一期事業の最終年から本事業にかかわりまし
た。3つの事業の終了までは長い道のりでしたが、一番
の成果は住民の笑顔が見られるようになったことではな
いでしょうか。　　　　
　過去に洪水被害にあったことのあるモハンマドさんは
「雨期はいつ洪水が起きてもおかしくないので、すぐに
逃げられるように大事な書類を鞄に入れ抱えて眠ってい
ました。家族、特に子どもたちのことも心配でよく眠れ
ませんでした。でも今はこの土地で安心して過ごすこと
ができるようになりました。」と笑顔で語ってくれました。

カトマンズ事務所　
シニアプログラムオフィサー

キル・ガレ

　この笑顔にたどり着くまで平坦な道のりではありませ
んでした。例えば、河道の拡幅のためには土地を提供し
てもらう必要がありますが、簡単にはいきません。何度
も何度も足を運び説明を繰り返し、真剣に向き合うこと
で協力してもらうことができました。住民、行政、パート
ナー団体といろいろな人の協力を得てこの事業は進めら
れました。
　そして、振り返ってみるとこの3つの事業はいずれも成
功で、防災能力の向上に大きく寄与したと自信を持って
言えます。人々の眠
れぬ夜を幸せな日々
に変えたのですから。

事業を通して変わった住民と自分自身

　私は3つの事業すべてにおいて、主に地域の住民や
関係者に向けて防災の能力強化や参加の促しといった
ソーシャルモビライザーとしての役割を担いました。
　私が初めてマディに来たのは2011年で、その頃、住民
は洪水常襲地域ではあっても防災についての知識がほ
とんどない状態でし
た。防災について知
らない人に教えるの
は大変です。特に心
がけたのは、事業や
防災についての重要

パートナー団体・RRN

プロジェクトスタッフ

サリグラム・ギミレ

さを丁寧に伝えることでした。しかし、住民といっても
いろいろな人がいますので、参加型での話し合いを通じ
て、自分事化ができるように意識して住民との関係を築
いていきました。
　住民に主体的に事業にかかわってもらうことは簡単な
ことではなく、文句を言われることもありました。それで
も頑張ることができたのは、シャプラニールの歴代の駐
在員が、私が住民とどんな話をしているのか細かに気に
かけてくれたからでした。私はソーシャルモビライザー
としての専門性がなくこの仕事を始めましたが、これま
でに10年以上、地域の人々を巻き込み、行動の変容を促
すという地道な仕事を続けてきました。そのおかげで今
後どんな事業でも住民参加を促すような役割を果たせ
る、と自信を持つことができました。事業が終わっても
マディの住民も政府関係者も自分たちで防災活動を続
けていけるという自信を持っていることが頼もしく、そし
て私自身の誇りでもあります。
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ネ パ ー ル よ り

住民と防災ポスターについて話す様子

災害管理計画について住民からの意見
を話し合う様子（中央）

　第三期事業では、市、区、集落の防災連携が強化
され、マディ市の洪水被害が軽減されることを目標
に、「One River One Community」を合言葉に
しました。特に第二期の事業で、One River One 

Communityのコンセプトが住民を中心とする災害

管理委員会のメンバーには浸透したものの、行政に
は十分に浸透しなかったことを反省点として、本事
業では住民と地方行政の連携を強化することをめざ
しました。

「高齢でも集落の人々の手を借りながら避難できるよ
うになった」と話す夫妻（右端、中央）

以前は洪水の被害にあっていた川沿いの水田で米づくりができるようになった

成果 ●増水時や洪水発生時には自作した緊急連絡網を使用し避難を知らせたり、被害があった際には速やかに
緊急会議を開き役割分担を行ったり、市、区、集落全体で対応できるようになった。

●マディ市の防災担当職員の給与の一部を事業予算から支出したことで、担当職員の防災意識や防災事業
遂行能力が向上。各集落の災害管理委員会でインフラの維持管理のための基金をつくり、集落レベルでは
対応が難しいインフラの損傷があった場合には、区や市の災害管理委員会に修復を要請することもできる
ようになった。

第二部 一つの川、一つのコミュニティ
「One River One Community」の

定着をめざして

● 3事業を通じてマディ市の住民、行政の防災能力は各段に向上した。災害・防災に関する市の予算の増額や、防
災担当官の配置などもその表れと言える。さらに、住民は災害管理委員会を通じて、防災対策への理解を深め
て行動するようになった。

●「一本の川の包括的な洪水メカニズムを明らかにしてインフラ対策を講じつつ、平行して住民、関係者の防災能
力を強化していく」という目標に対して、災害管理委員会と各集落の住民は連携して取り組み組むことができた。
しかしその一方で、行政は元々インフラ整備により強い関心があることから、「One River One Community」
のコンセプトの理解は住民や災害管理委員会ほど深くまでは進まなかったと言える。

まとめ

報告／事業推進グループ　横田 好美

家の中の整理をしたら大量のサリーや手織布が！季節に合わせてインテリアに使っていきます。（勝井裕美／市民アクション推進）家族全員がリモートワーク、という日が増えた。場所の確保、通信環境の整備が大変。（小松豊明／事務局長） 67



第三部 モラン郡での新規洪水防災事業
　2023年より新たに開始する事業では、第
三期事業で取り組んだ「One River One 

Community」のコンセプトを普及すること
をめざし、モラン郡で活動を実施します。

報告／ネパール事務所長　竹下 裕司
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行政からも期待される事業モデルの普及をめざして
　モラン郡では、過去5年間を見ても、洪水によ
る人的被害がネパールの中でも大きく、2,000

世帯以上が家を失い、数百人が死亡しています。
（ネパール国家災害リスク軽減管理庁、2021）
農業で生計を立てている住民が多く、洪水が生
活に及ぼす被害は甚大です。河川に近い場所に
は、比較的貧困層が多く水害は彼ら彼女らの生
計に大きな影響を及ぼします。また増水のため
道路が遮断され、学校に通えない子どもたちもい
ます。現地の行政では洪水対策に取り組むため
の十分な予算や人的資源が足りず、具体的な対
策はとられていません。
　シャプラニールは、2021年、COVID-19危機
対応支援プログラムとして食糧支援をモラン郡

でも実施しました。モラン郡へのかかわりは、
シャプラニールにとって地域の抱える課題に触
れる機会となりました。

生活の基盤を整え、持続可能な防災対策を
　シャプラニールは、マディ市での事業の経験を
基にして、ハード面とソフト面を合わせた対策を
行い、災害リスク管理対策を持続可能にし、洪水

リスクを低く抑え続けられるよう事業を展開して
いく予定です。具体的には、堤防などのインフラ
設置を行うのとともに、定例会議や災害リスク軽
減に関する研修、ワークショップなどによって、
市、区、集落の災害管理委員会の能力強化と連
携強化を図ります。学校においても防災の課題
について学ぶ機会をつくり、地域や世帯への啓発
や行動変容の波及効果を促していきます。また、
防災を独立した課題としてではなく水の上手な
活用によって、生計向上につなげるなど、地域の
総合的な発展をめざしていきます。

モラン郡の河川の実地調査にて。洪水時には流木もあり危険

住民に話を聞くスタッフ（右端）。新しい事業は住民との関係
構築からはじまる

（提供）防災・減災日本CSOネットワーク
（JCC-DRR）
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つ
な
さ
れ
ま
し
た
。
9
月
に
は
、
気
候
変
動
と

関
連
付
け
て
災
害
被
害
削
減
の
目
標
を
含
ん
だ
持
続

的
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
が
定
め
ら
れ
、
そ

し
て
、
12
月
の
パ
リ
協
定
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
第
21
回
締
約
国
会
議
、
通
称
C
O
P
21
）
で
は
、

温
暖
化
の
悪
影
響
に
適
応
す
る
計
画
や
途
上
国
支
援

が
必
要
な
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
決

め
に
は
防
災
も
含
ま
れ
ま
す
。
気
候
変
動
で
気
象
災

害
の
頻
発
、
甚
大
化
が
危
ぶ
ま
れ
る
現
代
、
私
た
ち

の
洪
水
防
災
事
業
の
意
味
は
大
き
か
っ
た
と
言
え
ま

す
。

　
防
災
、
持
続
可
能
な
開
発
、
気
候
変
動
は
互
い
に

関
連
し
て
お
り
、
防
災
は
人
々
の
暮
ら
し
が
安
全
で

社
会
的
、
文
化
的
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
る
た
め
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
防
災
と
開
発
の
関

係
に
着
目
し
て
、「
仙
台
防
災
枠
組
」
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
マ
デ
ィ
市
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

防
災
と
開
発

　
仙
台
防
災
枠
組
の
4
つ
の
優
先
行
動
に
は
、
防

災
へ
の
投
資
と
、
復
興
時
の
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ

タ
ー
（
よ
り
よ
い
復
興
）
の
2
つ
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
発
災
前
後
に
分
け
て
書
い
て
あ
り
、
復
興
は

壊
れ
て
い
た
も
の
を
立
て
直
す
段
階
と
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
途
上
国
で
は
発
災
前
で

あ
っ
て
も
開
発
の
余
地
が
大
き
く
、
ネ
パ
ー
ル
で
も

橋
、
道
路
の
建
設
と
い
っ
た
開
発
が
日
々
進
ん
で
い

ま
す
。
発
災
前
の
防
災
へ
の
投
資
（
事
前
の
備
え
）

の
時
点
で
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
の
考
え
方
が

必
要
な
の
で
す
。

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド

　
日
本
の
河
川
の
ほ
と
ん
ど
が
整
備
さ
れ
て
河
道
が

固
定
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
ネ
パ
ー
ル
の
多
く
の
河

川
は
自
然
の
状
態
で
河
道
が
固
定
さ
れ
ず
に
農
地
や

住
宅
ま
で
浸
水
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
地
の
資

金
、
技
術
、
人
材
で
維
持
可
能
な
技
術
を
意
識
し
て

土
堤
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
今
の
日
本
の
よ
う
に
防
災
に
お

け
る
人
の
イ
ン
フ
ラ
依
存
を
起
こ
し
、
人
間
の
暮
ら

し
と
川
が
、
自
然
が
遠
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら

こ
そ
、
地
域
住
民
や
行
政
が
そ
の
地
域
の
災
害
リ
ス

ク
を
知
り
、
備
え
、
地
域
で
対
応
す
る
力
を
伸
ば
す

ソ
フ
ト
支
援
を
行
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に

仙
台
防
災
枠
組
の
4
つ
の
優
先
行
動
の
う
ち
の
、「
災

害
リ
ス
ク
を
理
解
し
情
報
共
有
す
る
こ
と
」
と
「
災

害
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
」
と
重
な
り
ま
す
。
ネ
パ
ー

ル
で
は
元
々
、
地
域
の
人
々
の
関
係
性
は
強
い
た

め
、
そ
れ
を
活
か
し
、
伸
ば
す
ソ
フ
ト
の
活
動
と
日

頃
の
開
発
に
防
災
の
考
え
を
入
れ
込
む
よ
う
行
政
に

提
案
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方
の
見
本
を
示
す
こ
と

が
、
今
後
よ
り
重
要
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

「
仙
台
防
災
枠
組
」か
ら
読
み
解
く
文
／
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
グ
ル
ー
プ
チ
ー
フ（
前
ネ
パ
ー
ル
事
務
所
長
）　
勝
井
裕
美

（
注
）第
3
回
国
連
防
災
世
界
会
議
で
定
め
ら
れ
た
2
0
3
0
年
ま

で
の
国
際
的
な
防
災
の
取
り
組
み
指
針
。

コ
ラ
ム

モラン郡
ネパール

首都・カトマンズ

暖かくなってきたので、次男（犬）をサマーカットにしました。不服そうにしております。（ジェームス稚奈／事業）近所のネパール料理屋のオーナーさん、パートナー団体CWINの元スタッフの方でした。びっくり！（下鳥舞佳／コミュニケーション） 89



♯Who is SHE？

　
2
0
1
1
年
か
ら
開
始
し
た
マ
デ
ィ
市
に
お
け
る

防
災
事
業
は
、
住
民
主
体
の
ソ
フ
ト
面
に
焦
点
を
あ

て
た
防
災
活
動
か
ら
開
始
し
、
そ
の
後
「O

ne

 R
iver 

O
ne

 C
om

m
unity

」
の
考
え
方
が
芽
生
え
、
そ
の

定
着
に
む
け
た
動
き
へ
と
深
化
の
過
程
を
た
ど
り
ま
し

た
。
そ
し
て
事
業
規
模
も
第
一
期
の
事
業
予
算
が
約

2
0
0
0
万
円
だ
っ
た
の
が
第
三
期
の
事
業
で
は
約

1
億
2
0
0
0
万
円
へ
と
増
大
し
ま
し
た
。
防
災
事

業
の
深
化
の
な
か
で
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
学
び
と
し
て

特
筆
す
べ
き
は
「
イ
ン
フ
ラ
対
策
の
位
置
づ
け
」
と
「
災

害
管
理
委
員
会
の
活
性
化
」
だ
と
考
え
ま
す
。

1
イ
ン
フ
ラ
対
策
の
位
置
づ
け

　
3
事
業
を
俯
瞰
す
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
対
策
は
「
行

政
が
や
る
べ
き
こ
と
」
か
ら
「
包
括
的
な
流
域
管
理
の

事
業
の
一
部
分
を
な
す
も
の
」
と
変
遷
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
考
え
の
切
り
替
え
は
第
一
期
事
業
か
ら
の
学

び
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
す
。
事
業
地
に
は
過
去
に

他
団
体
が
提
供
し
た
、
維
持
管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ

た
イ
ン
フ
ラ
が
点
在
し
て
い
る
状
況
を
う
け
、
ソ
フ
ト

と
ハ
ー
ド
の
「
バ
ラ
ン
ス
」
を
充
分
に
意
識
し
て
事
業

に
あ
た
り
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
両
輪
で
進
め

て
い
く
こ
と
は
、
言
う
の
は
簡
単
、
や
る
の
は
難
し
い

も
の
で
す
。
事
業
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
も
、
イ
ン
フ
ラ

設
置
の
状
況
は
目
に
見
え
て
わ
か
り
や
す
い
一
方
、
ソ

フ
ト
面
で
の
住
民
や
行
政
の
意
識
や
行
動
の
変
化
を
認

識
で
き
る
ま
で
に
な
る
に
は
、
日
々
の
人
々
の
様
子
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
住
民
が
事
業
へ
主
体
的
に
参
加
し
防
災
へ
の
理

解
を
深
め
る
に
は
継
続
的
な
地
道
な
働
き
か
け
が
必
要

で
す
。
イ
ン
フ
ラ
対
策
を
含
め
た
事
業
実
施
に
は
、
事

業
初
期
の
段
階
か
ら
一
層
丁
寧
に
住
民
の
巻
き
込
み
を

は
か
っ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

2
災
害
管
理
委
員
会
を
通
じ
た

行
政
と
の
連
携

　
3
事
業
を
通
じ
て
災
害
管
理
委
員
会
の
能
力
強
化

を
事
業
の
柱
の
一
つ
に
入
れ
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
で
は

政
府
の
災
害
管
理
計
画
に
、
市
、
区
、
集
落
単
位
の
災

害
管
理
委
員
会
の
設
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
こ
れ
ら
3
つ
の
異
な
る
単
位
の
災
害
管
理
委
員

会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
強
化
と
機
能
的
な
連
携
が
な
さ

れ
る
こ
と
で
、
防
災
は
も
と
よ
り
、
早
期
警
戒
や
避
難

行
動
の
呼
び
か
け
な
ど
で
、
実
際
の
洪
水
が
発
生
し
た

と
き
も
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
事
業
か
ら
学
び
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
「O

ne

 R
iver O

ne

 C
om

m
unity

」
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
な
行
動
も
あ
り
ま
し

た
。
日
頃
は
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
活
動
す
る
災
害
管
理

委
員
会
同
士
が
有
事
に
連
携
す
る
行
動
が
取
ら
れ
た
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
集
落
の
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
横
の
つ
な
が
り
が
活
発
に
な
る
と
面
と
し
て
広

が
り
、
災
害
へ
の
強
靭
性
を
備
え
た
地
域
へ
と
昇
華
し

て
い
く
と
言
え
ま
す
。

　
12
年
間
の
事
業
を
通
し
て
前
述
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
マ
デ
ィ
市
で
暮
ら
す
人
々

の
防
災
対
応
力
も
各
段
に
向
上
し
た
と
言
え
ま
す
。
途

上
国
に
お
け
る
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
仙
台

防
災
枠
組
や
パ
リ
協
定
で
の
防
災
の
取
り
決
め
が
後
押

し
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
世
界
的
な
潮
流
、

そ
し
て
3
事
業
か
ら
の
学
び
を
生
か
し
て
、
新
し
く

始
ま
る
モ
ラ
ン
郡
で
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

結
び
に
か
え
て

報
告
／
事
業
推
進
グ
ル
ー
プ
チ
ー
フ
　
宮
原
麻
季

ひと針ずつ刺し子に希望を込めた

リユースサリーグッズ

　バングラデシュのパートナー団体プロクリティ
の生産グループの一つであるSME（セイクレッド・
マーク・エンタープライズ）。首都ダッカ市から北
に120キロ離れたマイメンシンにある工房では、
She with Shapla Neerの石けんやクラフトリンク
の人気商品であるリユースサリーのアイテムを生
産しています。ここでは、さまざまな理由によって
性産業に従事せざるを得ないという過酷な状況に
あった女性たちが、手工芸の仕事に新たな希望を
持って働いています。  
　ラミナ（仮名）さんは、工房の近くで夫と2人の子
どもと一緒に住んでいます。ここで働き始めて11

年。働き始めた頃には布の端を縫うのが難しかっ
たといいますが、今ではどんな仕事もこなせるとい
います。
　給料は出来高のほかに、能力給やボーナスなど
が付与されます。「13歳と8歳になる子どもたちを
学校に行かせることができて幸せです。2人が高
等教育も受けられるように、この仕事を続けていき
たい」と話してくれました。控えめな様子が印象
的な彼女も、まだ20代。若くして母となり、子ども
が小さい頃から働いてきた苦労は想像に難くあり
ませんが、子どもの将来のために頑張っている様
子に胸を打たれました。 

インタビューの様子（中央は小川、手前左がラミナさん）

一本の長い糸を使い、
等間隔に、直線に刺し
子を施していく

報告／小川晶子（市民アクション推進グループ・クラフトリンク担当）

　今号に同封のミニカタログ夏号では、ブランケットのほかにも彼女たちがひと針ずつ丁寧に
刺し子を施したリユースサリーの新商品をご紹介しています。色柄の取り合わせがとても楽し
く、バングラデシュの文化を感じながら日々の生活に取り入れやすいバッグや、便利なサイズで
可愛らしい巾着が仲間入り。お買い物を通じてぜひ彼女たちにエールを届けてください。

商品は「クラフトリンク オンラインショップ」からご購入いただけます。
URL：https://craftlink.shop/

新商品が届きました！

リユースサリーの鮮やかな色が溢れる

1月に甥っ子が生まれました！かわい過ぎてすでに叔母バカ状態。甥っ子沼にハマっています。（菅野冴花／事業）今月のモットー：感謝（杉山和明／総務・会計） 1011


